
 

 

 

 

 

 

      ○わくわく○かがやく子 ○まなび合い○つながる子 

☆「保護者アンケ―ト」「児童アンケ―ト」に 
ご協力いただき、ありがとうございました。  

市の重点 保護者アンケートの項目 肯定的 児童アンケートの項目 肯定的 

 

学力向上 

⑧家庭学習の習慣 82.5 ⑫家で予習・復習 65.0 

⑬家で学年☓10分 76.0 

①わかりやすい授業 99.2 ④授業はよく分かるか 96.3 

②適切な評価 98.4 ③しっかり話を聞いているか 95.7 

 

不登校 

対策 

⑨楽しく通っているか 94.6 ①学校は楽しいか 95.7 

⑩学校のことを話す 84.8 ⑧家で学校のことを話すか 88.4 

⑤気軽に相談できる 97.7 ⑥困ったことを相談できる 90.5 

④安全・防災の取組 99.2 ⑦いじめはいけないと思う 99.4 

 

 

非認知 

③おもいやりの教育 98.4 ⑨なりたい職業や夢がある 82.6 

⑩自分にはよいところがある 86.3 

⑪学校のきまりを守っている 93.6 

⑤友だちの気持ちを考える 93.6 

⑭家の手伝いをしているか 80.5 

地域連携 ⑦保護者・地域と連携 98.4 ⑮地域行事に参加 85.2 

⑥情報発信 98.4 

保護者
ほ ご し ゃ
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アンケートにご協力
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学習
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大木
お お き

中学校
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にしてみてください。 

 

「勉強する意味、答えられますか？」                       

保護者の回答から考える、子どもに伝えたいことと注意点 
「どうして勉強しなきゃいけないの？」とお子さまから質問されたことはありませんか？  
答えに困ったり、答えてはみたものの、正しく伝えられたのか悩んだりすることもあるでしょう。 
「勉強する意味」は、子どもにどう伝えればよいのでしょうか。全国の保護者から寄せられた声を、

解説や注意点と共にご紹介します。勉強する意味に、もちろん正解はありません。どのような意味を
感じるかは、人それぞれです。ここでは、小・中学生の保護者が実際にお子さまに伝えた「勉強する
意味」を、小学校教員経験を持つベネッセ教育総合研究所・庄子主任研究員と共に見ていきます。 

〇将来の選択肢を広げるため 
・自分が将来やりたいことを見つけるにあたって、選択肢を増やすため。自分が何に興味を持つか
を探す手段として勉強をする。（中 3保護者） 

＜庄子主任研究員＞ 「将来の選択肢を広げる」というのは、実は私自身も、子どものころ母に言わ
れて腑（ふ）に落ちた説明でした！ 選択肢があるということは、それだけ自分の思う人生を歩んで
いきやすいということ。未来の自分のためになるのです。勉強は保護者や先生のためではなく、自
分のためにするものだというスタンスを明確にすることにもつながると思います。 
 
※ その他「考える力や問題解決力、学び方を身に付けるため」「人生を豊かに、楽しくするため」
「実生活で役立つため」「できないと不利益があるため」などの項目がありました(省略)。 
 
〇勉強する意味を伝える時、大切にしたいこと 
現在はさまざまな技術が発展したことで「この教科ができないと生きていけない」といったケー

スは、もしかすると少なくなっているのかもしれません。だからこそ、「選択肢が広がる」「人生が豊
かになる」といった、知識そのものの役立ちだけにとどまらない意味を伝えることが大切です。 
ただし、どんなにいいメッセージでも、すぐに子どもが「わかった！」と納得するわけではありませ

ん。考えの押し付けになっては聞く耳を持たないでしょうし、保護者のかたが言っていることとやって
いることにギャップがあると感じれば、反発をすることもあるでしょう。庄子主任研究員は、二つのス
タンスが重要だと話します。 
〇保護者も学び続けている姿を示す 
どれだけ言葉を尽くして「勉強の意味」を語ったところで、十分に伝わらないこともあります。有

名な「メラビアンの法則」によると、言語情報はわずか 7%しか相手に影響を与えないとされていま
す。そこで大切になるのは、保護者も学ぶ姿勢を見せられているか、ということです。「勉強は自分
のためになるよ」と言いつつ、自分は時間ができればスマホばかり……では、説得力がありません。
もちろん無理をする必要はありませんが、保護者がポジティブに学びを楽しむ姿を見せることは、実

はすごく重要なポイントだと思います。 
〇押し付けず、子どもと対話する 
一方で、「必ず勉強しなくてはいけないわけではない」という姿勢を示すことも大切です。どれだ

け勉強の意味を伝えても、どれだけ保護者が学ぶ姿勢を見せても、どうしても勉強が苦しいなら、

今はやらなくてもいいというのもアリです。そうでないと、保護者の価値観の押し付けになってしまい
ます。勉強の意味は伝えるけど、絶対勉強しなければいけないと考えているわけではない。そんなお
おらかさも子どもの救いになるものです。「勉強はいったん置いておいて、得意なことをさらにがん
ばる時間にしよう」など、お子さまと対話を重ねていけるといいですね。 

ベネッセ教育情報（ベネッセ教育総合研究所）より引用＜一部抜粋＞  

大木中の資料より 


